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１ はじめに 

  本校では、感染症拡大防止のために４月１０

日（金）から５月８日（金）までを臨時休業、

５月１１日（月）から８日間を分散登校としま

した。約一ヶ月もの間、生徒は自宅で自主学習

を行うことになったわけですが、理科教科会に

おいても休校中に自主学習をどのように進め

ればよいか議論を重ねました。「オンライン学

習」「実験・観察の動画作成」なども議論されま

したが、全校生徒が７００名を超える本校では

各ご家庭のオンライン環境や動画視聴環境が

必ずしも整っていないことを考慮して、自主学

習は「教科書を用いたレポート課題」と「既習

範囲を副教材の問題集で復習すること」を行う

という結論に至りました。 

  ここでは、休校中に出題した「教科書を用い

たレポート課題」について、得られた成果と課

題を簡単にまとめていきます。 

 

２ レポート課題について 

  本校には理科の教員が６名いますので、担当

学年を２名ずつ決めてレポート課題を検討し、

作成しました。本来であれば、２・３年は化学

単元からの学習でしたが、実験が少なく、教科

書を読みながら進められそうな生物単元から

学習を始めることとしました。レポート課題も

生物単元から出題しましたが、教科書を用いて

できること、簡単な観察ができること、身近な

題材を扱うことなどを意識して、各学年の課題

を作成しました。また、レポート課題の出題は

作成する生徒にとって、評価する教師にとって

大きな負担にならないようにと考え、２週間に

１回としました。今回の休校期間は約一ヶ月で

したので、本校では各学年２回のレポートを出

題しました。 

 

(1) １年『被子植物と裸子植物の特徴』 
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  １年生は教科書を参考に「被子植物と裸子植

物の特徴」をまとめました。自宅学習にアクセ

ントをつけたかったので、「できる人は身近な

花を採取してみる」と付け加えました。図１の

ように身近な花を分解して貼り付け、花のつく

りを丁寧にまとめる生徒もいる一方で、教科書

の内容をまとめるだけの生徒、庭の草花を採取

して貼り付けるだけの生徒もいました。中学校

での学習を始める前の段階でしたので、内容に

ついて細かな評価はしませんでした。我々とし

ては、自宅から少しでも屋外に出て身近な自然

に触れてほしいという願いが強くありました。 

２回目は「胞子植物の採取、植物の分類」を

出題しましたが、シダやコケを貼り付けたり、

スケッチしたりするのは花よりも難しいのか、

採取した生徒は１回目より少なかったです。 

 

(2) ２年『平常時と激しい運動をした直後の１

分間の呼吸数はどう変化するのか、「肺呼吸」

「肺による呼吸」「血液の循環」という言葉を

用いて説明しよう。』 

  レポート１回目は「臓器について一つ調べる」

でしたが、２年生も１年生と同様、自宅学習に

アクセントをつけたかったので、２回目は簡単

な実験を取り入れました。運動不足になりがち

な休校期間中の課題としてはちょうどよかっ

たのではないかと思います。 

  図２、３のレポートをまとめた生徒は、教科

書を参考にしながら、呼吸と血液循環について

丁寧にまとめることができました。特に、運動

後に呼吸が速くなること、心拍数が増えること

について触れ、体育の授業や習い事に学習内容

を生かそうと考えることができました。簡単な

実験で理科の有用性を感じることができるレ

ポートになったと考えます。 

  レポート２回目からは、生徒が学習内容につ

いて質問できる欄を設けました。図３では、生

徒が動（静）脈と動（静）脈血の違いについて

質問しています。つまり、レポートでは教科書

の内容はまとめられているように見えても、す

べての内容を理解できているわけではないこ

とが分かりました。 
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(3) ３年『小さくて甘い、大きくて甘くないとい

う形質をもつ２種類のイチゴがある。これら

をかけ合わせて、大きくて甘いイチゴをたく

さん生産したい。①新しい形質をもつイチゴ

を生産するには「有性生殖」「無性生殖」のど

ちらで生産すればよいか、「染色体」「形質」「遺

伝子」の言葉を用いて説明しよう。②大きくて

甘いイチゴができた。このイチゴをたくさん

生産するには「有性生殖」「無性生殖」のどち

らでふやせばよいか、「染色体」「形質」の言葉

を用いて説明しよう。』 

  ３年生では、有（無）性生殖が身近な生活で

どのようなことに活用されているのかを考え

てもらいました。図４のレポートは、教師が期

待した解答に近いものです。教科書の記述をう

まくつないで文章にしています。ただし、教科

書のみを参考にすると内容は画一的になるの

で、出題には工夫が必要だと感じました。その

中で、自分なりの説明や相手を意識した記述が

できた生徒のレポートを登校日に紹介して、学

びを広げることができました。繰り返し取り組

むことで表現力の向上が期待できそうです。 

  図５は、特別支援学級の生徒のレポートです。

普段は、結果や考察を記述することやドリル学

習には気が進まない生徒ですが、自分で調べて

まとめるレポート課題を出題したことでかな

り意欲的に取り組めた様子が伺えます。 

 

  この課題では、生徒が減数分裂について言及

することまでは求めていませんでしたが、減数

分裂について自分で調べ、ほぼ正確にとらえた

生徒も多くいました。しかし、図６のように染

色体の数や分離のしかたが曖昧になっている

ものもいくらか見受けられました。その後の授

業では、こういったレポートを紹介しながら、

減数分裂が体細胞分裂と何が違うのか、分離の

法則、優性（劣性）形質などについて学ぶこと
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ができました。生徒のつまずきそうな部分が見

えてきたこともレポート課題のよさだと感じ

ました。 

 

  他の学年と同様、学習内容について質問でき

る欄を設けました。生徒全員が質問したいこと

や困っていることを記述したわけではありま

せんでしたが、いくつか記述のあった質問から

図５のレポートのように生徒がつまずきそう

な内容を確認することができました。図７では、

「染色体とＤＮＡの違い」について生徒が質問

をしています。普段は、生徒の疑問に一つひと

つ対応することはなかなか難しいですが、交換

日記のように教師が質問に答えたり、質問内容

を授業で紹介したりすることができました。 

 

３ おわりに 

  生徒がレポートをどのように記述するのか

と教科会で検討する中で、教師自身が教科書や

資料集を読みこみ、教科書や資料集の記述につ

いて教材研究をすることができました。一番身

近にあり、全員が持っている教科書を活用する

よさ、利用方法のさらなる可能性を感じること

ができました。 

  いまだ、世界的なコロナウイルスの感染拡大

は減少する気配を見せません。その点を考慮す

ると、オンライン学習や実験動画視聴による学

習なども効果的で魅力的な学習ですが、従来の

レポート学習でも十分に生徒の思考力、表現力

を伸ばすことができるものと考えます。 

今年度行ったレポート課題は２回でしたが

「休校期間が延びたら、再度臨時休業になった

ら」ということも考え、各学年で２週間ごとに

その後どんなレポート課題を出題するかにつ

いては計画を立てていました。例えば、３年は

トランプのカード（赤黒２枚ずつ）などを使っ

て、優性：劣性＝３：１になることを確かめる

実験レポートを計画していました。できること

なら、今の状況が悪化することなく、休校にな

ることがないように望んでいますが、単元の終

末などにレポート課題を出題することも検討

していきたいと考えています。 

今年度の休校期間は生徒にとっても、教師に

とってもつらい期間となりましたが、逆に普段

はできない教材研究をすることができたよう

に思えます。レポート課題は休校だから行うも

のでもありませんし、今後も上手に活用できる

ものだと思えました。生徒が面白いと思える、

身近なもので実験・観察できる、生活の役に立

ちそうと思えるレポート課題をさらに教科会

で研究していきたいと思います。 
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